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浄土宗『かるな』より抜粋

作り方

Ｖｅｇｅｔａｒｉａｎ　Ｃｏｏｋｉｎｇ

　 　 　松 ボ ッ ク リ
材 　 料

かぼちゃ
　　　　1／2個
かぼちゃの種
　　　　1個分
片栗粉　適量
だし汁　適量

1 . かぼちゃの種は成熟しきっていない（薄い）ものを選び、水分
をよく切ってから、から煎りする。
2 . かぼちゃは皮をむかずに、薄めただし汁でひたひたの状態で味
がしみるまで煮る。
3 . （2 ）を皮の緑の部分と実の黄色の部分とに分
け、それぞれあたり鉢で滑らかになるまで擦りつ
ぶす。
4.皮の部分、実の部分それぞれを円錐形になるよ
うに形を整え、その周りに（1）を、皮の部分
には種を鋭角的に、実に部分には種が開いた
状態になるように差し込んでいく。
5.（4）に片栗粉をまぶし、油でカラッと揚げる。

一 皿 精 進

篤く三宝を敬え　三宝とは仏、法、僧なり

　　　仏……いのちの親
　　　法……不可思議な力
　　　僧……仲間達

浄土宗の合掌の仕方

両手の手のひらをあわせ、
お数珠を親指にかけます。
指先を真直ぐにのばして揃
え、胸の前で45度にして合
わせます。

年間法要のお説教を最後まで聴聞された方、

念佛講、14日会に参加された方にだるまさん

証書をお授けしています。ポイント制になっ

ています。将来お戒名などにも反映されます。

人間とは脳に記録された記憶データである
新年あけましておめでとうございます。新年の幕開けは色々な難問で一杯の
ようです。不況はますます厳しさを増す様子で、国内に360万人の失業者がい
て、デフレは簡単に克服されそうにありません。
北朝鮮、イラクとアメリカ等の緊張は徐々に高まって戦争突入という事態を
迎えようとしています。昨年は国内では交通事故の件数が数年ぶりに減少した
とか、自動車を所有したり、使用することも困難な人が増えたのがその理由ら
しいのです。このような環境のなかでどのように生きていったらいいのか？は
たして再び景気のよい世の中になるのか？わからないことがたくさんありま
す。この不況の影響をかぶっている人、幸いにも免れた人いろんな立場の方が
いらっしゃるのですが、どんな状況でも幸せを感じられる人、他の人に比べれ
ば恵まれているのに、不平、不満をいってふて腐れてでもいるかのような人、
それは性格といってしまえば、それまでかも知れませんが、人の生き方や、想
いというものは良く考えるともっと深いものかもしれません。
冒頭のことばは西田文郎というサンリ東海センター能力開発研究所代表のこ
とばです。この方によると「この世には三種類の人間しかいない。『できる』
と予感する人間。『できないかもしれない』と予感する人間。『できっこな
い』と予感する人間である。」ということです。
人間の脳に記憶された事によって左右されることが多いのだそうです。
否定的な記憶が大脳辺縁系に多く蓄積されるとトラウマとなって、その人の
幸せや成功を妨げる。反対に拝むという作業はものすごく肯定的な記憶データ
として蓄積されるそうです。西田さんの能力開発のノウハウのひとつにあるの
が「イエス、バット法」だそうで、これは世の中に蔓延している否定的なこと
ばを、プラスの脳がわくわくしてくる言葉や動作にかえて入力するもので、辛
い目にあった時は「これは神様がくれたプレゼントだ」と暗示にかけると強力
なプラスの記憶がはいるのだそうです。
念佛を称えるということはこの強力なプラスの記憶を声をとおして身体に入
力ししかも、拝むというさらにプラスの記憶となるのですから、法然上人がと
もかく念佛を称えなさいとおっしゃた訳が、この西田さんの研究からも裏付け
られたのではないでしょうか？
この大変な世の中、念佛を称えて、幸せで、明るく、力強く生きて行きたい
ものです。　　　　　　南無阿弥陀佛　　　　　　　　合　　掌
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光
遷
流
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初
　
無
常
念
念
至

　
　
恒
與
死
王
居
　
勸
諸
行
道
者
　
勤
修
至
無
餘

　
諸
衆
等
聽
き
た
ま
へ
、
後
夜
無
常
の
偈

を
説
ん

　
時
光
遷
り
て
流
轉
し
、
忽
五
更
の
初
に

至
る
、
無
常
念
念
に
至
り
、
恒
に
死
王
と
居

す
、
諸
の
行
道
者
に
勸
む
、
勤
修
し
て
無
餘

に
至
れ

　
皆
さ
ん
お
聽
き
下
さ
い
。
う
す
明
る
く

な
る
頃
の
定
め
な
い
理
法(

こ
と
わ
り)

を
述

べ
ま
す
。

　
寝
て
い
る
間
に
時
は
過
ぎ
去
り
明
る
さ

か
す
か
に
感
じ
る
頃
め
ざ
め
ま
す
。
お
ぼ
れ

げ
に
意
識
の
移
り
ゆ
く
時
、
か
す
か
な
光
は

徐
徐
に
変
化
し
て
、
私
達
は
自
分
を
と
り
戻

し
ま
す
。
寝
る
と
い
う
事
は
そ
の
ま
ま
死
ん

で
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
事
で
す
。

今
生
き
て
い
る
皆
様
方
に
一
時
も
一
日
も
早

く
自
ら
自
分
の
心
を
正
し
く
保
ち
整
え
て
迷

妄
の
な
い
身
と
な
っ
て
下
さ
る
事
を
願
い
ま

す
。

　
明
け
方
の
明
る
く
な
る
時
の
光
の
変
化

の
な
せ
る
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
移
り

ゆ
き
は
一
々
の
も
の
が
は
っ
き
り
と
認
め
ら

れ
て
ゆ
く
さ
ま
は
、
何
と
も
言
え
ず
自
分
の

心
の
内
に
心
象
の
「
移
ろ
い
去
り
」
と
「
か
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げ
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を
残
し
て
ゆ
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、
心
し
て
観
ず
べ
し
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菩
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念
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具
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天
護
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群
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回
願
往
生
無
量
壽
國

　
諸
衆
等
聽
き
た
ま
へ
、
晨
期
の
無
上
の

偈
を
説
ん

　
寂
滅
楽
を
求
ん
と
欲
せ
ば
當
に
沙
門
の

法
を
學
す
べ
し
、
衣
食
身
命
を
支
ふ
、
　
精

鹿+

鹿+

鹿

衆
に
隨
て
得
、
諸
衆
等
　
今
日
晨
朝
　

各
　
六
念
を
誦
せ
よ

　
救
世
の
大
慈
父
た
る
佛
を
念
じ
、
出
離

解
脱
門
の
法
を
念
じ
、
諸
の
良
福
田
た
る
僧

を
念
じ
、
無
上
菩
提
の
本
た
る
戒
を
念
じ
、

波
羅
密
を
具
足
す
る
施
を
念
じ
、
法
を
護
り

群
生
を
利
す
る
天
を
念
じ
て
、
無
量
壽
國
に

往
生
せ
ん
と
回
願
す

　
皆
さ
ん
お
聽
き
下
さ
い
。
物
事
を
成
す

こ
と
の
定
め
な
い
理
法
を
述
べ
ま
す
。

　
独
り
さ
と
り
得
た
者
の
よ
ろ
こ
び
を
私

も
得
た
い
と
望
う
な
ら
ば
、
道
の
人
の
行
な

い
を
見
習
う
べ
き
で
す
。
そ
れ
は
着
る
も
の

は
一
種
類
で
食
物
は
わ
ず
か
で
す
。
人
の
施

し
を
受
て
自
身
を
保
ち
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

一
日
の
初
ま
り
に
佛
と
法
と
僧
と
戒
と
施
と

天
と
を
念
じ
て
無
量
寿
国
に
生
れ
た
い
と
心

を
一
つ
に
し
て
祈
る
べ
き
で
す
。
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偈
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不
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華
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中
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人
命
亦
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是
　
無
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須
臾
間
　
勸
諸
行
道
衆
　
勤
修
乃
至
真

　
諸
衆
等
聽
き
た
ま
へ
、
日
中
の
無
常
の
偈

を
説
ん

　
人
生
け
る
時
精
進
な
ら
不
ば
喩
ば
樹
の
根

無
き
が
若
し
、
華
を
採
て
日
中
に
置
ば
、
能

く 

幾
時 

か
鮮
か
な
る
こ
と
を
得
ん
、
人
の

命
も
亦
是
の
如
し
、
無
常
須
臾
の
間
な
り
、

諸
の
行
道
の
衆
を
勸
む
、
勤
修
し
て
乃
ち
真

に
至
れ

　
皆
さ
ん
お
聽
き
下
さ
い
。
活
動
す
る
こ
と

定
め
な
き
理
法
を
述
べ
ま
す
。

　
私
達
が
生
き
て
い
る
時
に
佛
道
修
行
を
し

な
い
と
い
う
事
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
れ
は
樹
に

根
が
な
い
よ
う
な
も
の
で
す
。
す
ぐ
に
倒
れ

ま
す
。
又
華
も
切
っ
て
お
日
さ
ま
に
当
る
と

す
ぐ
に
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
達
の
何
十

年
と
い
う
人
生
も
ち
ょ
う
ど
、
こ
の
樹
や
華

の
よ
う
に
す
ぐ
に
終
っ
て
、
永
遠
の
中
の
と

り
と
め
も
な
い
ち
ょ
っ
と
の
間
の
出
来
事

で
、
死
後
ど
う
な
る
か
判
り
ま
せ
ん
。
今
を

生
き
て
い
る
皆
様
方
、
ど
う
か
、
こ
の
世
の

こ
の
生
で
佛
道
の
修
行
を
し
て
肉
体
の
死
す

る
時
、
み
佛
の
み
も
と
へ
と
往
き
生
き
て
下

さ
い
。

　
善
導
大
師
は
三
昧
發
得
の
人
、
極
楽
淨
土

の
荘
厳
を
生
き
な
が
ら
に
觀
じ
て
居
ら
れ
た

方
魂
魄
は
肉
体
に
あ
り
、
縁
を
求
め
て
生
を

受
け
こ
れ
を
生
き
死
に
と
も
、
生
ま
れ
変
わ

り
と
も
感
情
の
趣
く
処
に
従
っ
て
現
わ
れ
る

世
界
を
六
道
と
述
べ
、
そ
の
中
を
車
輪
の
如

く
繰
り
返
し
て
行
く
故
に
輪
廻
と
も
申
し
ま

す
。
淨
土
に
は
昼
夜
を
分
つ
事
が
な
い
故

に
、
三
昧
發
得
の
為
往
生
の
為
に
は
寝
る
事

と
死
す
る
事
を
省
く
為
に
、
一
日
を
六
時
に

分
ち
て
佛
道
修
行
を
勸
め
給
ふ
。

　
さ
ら
に
は
、
極
楽
と
阿
弥
陀
佛
の
十
万

億
佛
刹
超
過
の
実
在
、
今
現
在
説
法
、
こ
の

事
を
強
く
示
し
て
こ
の
娑
婆
世
界
の
定
め
な

い
理
法
よ
り
の
解
脱
、
又
、
今
生
の
人
生
が

全
て
と
の
誤
っ
た
見
解
よ
り
永
遠
に
生
き
通

せ
る
死
の
な
い
安
楽
の
刹
に
誘
い
て
い
る
。

そ
の
為
に
現
実
に
厭
悪
感
を
抱
か
せ
る
べ

く
、
や
や
き
ら
わ
れ
が
ち
な
迄
に
厳
し
く
説

い
て
い
る
。
こ
の
事
を
特
に
誤
解
の
な
い
様

に
と
つ
け
加
え
て
お
く
の
み
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
觀
経
そ
の
も
の
が
韋
提
希
致

請
に
よ
り
、
こ
の
世
を
濁
悪
不
善
の
処
と
認

め
、
淨
國
へ
の
生
を
希
い
て
釈
迦
の
示
せ
る

淨
國･

極
楽
の
荘
厳
と
佛
願
力
た
る
摂
取
へ

の
慈
悲
で
あ
る
。
こ
の
世
の
真
実
に
ま
っ
す

ぐ
目
を
向
け
、
自
分
の
い
つ
は
り
な
く
願
う

も
の
が
何
か
、
こ
れ
が
充
分
に
つ
き
つ
め
ら

れ
れ
ば
、
善
導
大
師
の
無
常
偈
中
の
厳
し
さ

と
、
そ
こ
迄
説
い
て
往
生
を
發
願
さ
せ
た

い
、
善
導
の
や
さ
し
い
想
い
や
り
が
良
く
理

解
出
来
る
も
の
と
確
信
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
弥
陀
教
義
に
曰
く
、
宇
宙
は
単
な
る
理

智
の
世
界
で
は
な
く
大
願
業
力
の
世
界
で
あ

る
。
わ
れ
ら
が
理
智
を
以
て
観
照
し
我
欲
を

以
て
分
別
し
執
着
せ
る
も
の
は
差
別
も
真
の

差
別
で
な
く
、
平
等
も
実
の
平
等
で
は
な

い
。
唯
悲
智
双
行
せ
る
不
滅
無
窮
の
願
力
の

み
一
切
を
救
う
。
し
か
し
て
弥
陀
を
通
じ
て

眺
む
れ
ば
、
釈
迦
此
佛
を
説
き
、
諸
佛
も
こ

の
佛
を
讃
証
す
、
す
な
は
ち
釈
迦
も
諸
佛
も

弥
陀
に
摂
入
す
、
す
な
わ
ち
汎
一
神
で
あ
っ

て
、
一
切
諸
法
が
真
の
神
で
あ
っ
て
、
し
か

も
有
縁
の
弥
陀
を
通
ず
れ
ば
一
切
弥
陀
一
佛

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
の
佛
力
は
唯
四

十
八
願
で
あ
っ
て
、
願
々
皆
弥
陀
身
を
な

し
、
極
楽
土
を
な
し
、
一
切
生
を
摂
す
。
す

な
は
ち
渾
一
的
作
用
で
あ
り
、
全
分
他
受
用

で
あ
り
、
総
体
的
進
動
で
あ
り
、
酬
報
体
で

あ
る
と
同
時
に
完
全
な
る
縁
起
で
あ
る
。
無

量
寿
た
り
大
慈
悲
で
あ
る
と
共
に
無
窮
の
理

智
で
あ
り
光
明
で
あ
る
。
わ
れ
ら
の
一
想
一

念
一
呼
吸
一
言
動
の
間
に
も
完
全
な
る
弥
陀

が
普
摂
の
大
益
を
垂
る
ゝ
も
の
で
あ
る
。
と

弁
栄
聖
者
は
こ
れ
よ
り
自
性
は
十
方
法
界
を

包
め
ど
も
中
心
に
儼
臨
し
給
ふ
、
霊
的
人
格

の
威
神
と
慈
愛
と
を
仰
ぐ
も
あ
り
、
真
空
に

偏
せ
ず
妙
有
に
執
せ
ず
、
中
道
に
在
て
圓
か

に
照
す
智
慧
の
光
と
慈
愛
の
熱
と
あ
り
て
真

善
微
妙
の
霊
天
地
に
神
を
栖
し
遊
ば
す
は
、

是
れ
大
乗
仏
陀
釈
迦
の
三
昧
又
、
我
宗
祖
入

神
の
處
な
り
と
す
。
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わ
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と
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